
■
文
化
庁
「
著
作
権
等
管
理
事
業
法
」

に
関
す
る
相
談
ま
た
は
説
明
会
の
受
付

窓
口
を
設
置

近
年
の
情
報
技
術
の
進
展
に
伴
い
著

作
物
の
利
用
が
広
範
、
多
様
化
し
て
い

る
実
態
を
踏
ま
え
て
、
文
化
庁
で
は
昭

和
一
四
年
制
定
の
「
著
作
権
に
関
す
る

仲
介
業
務
に
関
す
る
法
律
」
を
廃
止
し

て
、
こ
れ
に
変
わ
る
新
た
な
法
的
基
盤

と
し
て
平
成
一
二
年
一
一
月
二
一
日
に

著
作
権
等
管
理
事
業
法
を
成
立
、
同
二

九
日
に
公
布
、
一
三
年
一
〇
月
一
日
に

施
行
さ
れ
る
。

こ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
る
に
あ
た
り

著
作
権
管
理
事
業
を
行
っ
て
い
る
関
係

団
体
、
こ
れ
か
ら
管
理
事
業
に
新
規
参

入
を
考
え
て
い
る
団
体
、
利
用
者
団
体

等
に
か
な
り
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
た

め
、
著
作
権
等
管
理
事
業
法
の
内
容
に

つ
い
て
、
相
談
ま
た
は
説
明
会
等
の
依

頼
が
あ
る
団
体
に
つ
い
て
は
、
随
時
相

談
を
受
け
付
け
る
。

〒
一
〇
〇
―
〇
〇
一
三
　
東
京
都
千

代
田
区
霞
が
関
三
―
二
―
二
　
文
化
庁

長
官
官
房
著
作
権
課
指
導
調
整
係
　
電

話
〇
三
―
三
五
九
五
―
一
三
三
六

〈
著
作
権
等
管
理
事
業
法
〉
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概
要
は
以
下
の
四
点
。

①
著
作
権
等
の
管
理
事
業
を
行
う
者
に

つ
い
て
従
来
の
許
可
制
を
廃
止
し
、

登
録
制
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

新
規
参
入
を
容
易
に
す
る
こ
と
。

②
著
作
物
等
の
使
用
料
に
関
す
る
紛
争

を
解
決
す
る
た
め
に
、
著
作
権
等
管

理
事
業
者
と
利
用
者
団
体
と
の
協
議
、

協
議
不
調
の
場
合
の
文
化
庁
長
官
の

裁
定
制
度
を
設
け
る
こ
と
。

③
従
来
、
音
楽
な
ど
に
限
定
し
て
い
た

適
用
範
囲
を
近
年
の
利
用
実
態
に
即

し
て
、
著
作
権
及
び
著
作
隣
接
権
の

保
護
対
象
分
野
全
般
に
適
用
し
う
る

こ
と
と
す
る
こ
と
。

④
信
頼
性
、
透
明
性
の
確
保
の
観
点
か

ら
、
著
作
権
等
の
委
託
に
関
す
る
事

項
や
使
用
料
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
の
規
定
な
ど
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
文
化
庁
長
官
の
監
督
規
定
を
お

く
こ
と
。

■
日
本
教
育
メ
デ
ィ
ア
学
会
「
二
〇
〇

〇
年
度
第
三
回
研
究
会
」

日
本
教
育
メ
デ
ィ
ア
学
会
で
は
、
二

月
二
四
日
（
土
）
、
日
本
大
学
文
理
学

部
に
お
い
て
「
二
一
世
紀
の
教
育
メ
デ

ィ
ア
研
究
の
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
標
記

◆主要記事◆

◆文化庁「著作権等管理事業法」に関

する相談または説明会の受付窓口を

設置

◆日本教育メディア学会「2 0 0 0年度

第3回研究会」

◆第2 5回全国・東京都学校安全教育研

究大会

Ａ

Ｖ

情

報

学

会

情

報



－ 66 －

全
国
学
校
安
全
教
育
研
究
会
・
東
京

都
学
校
安
全
教
育
研
究
会
で
は
、
二
月

六
日
（
火
）、「
自
他
の
生
命
を
尊
重
し
、

安
全
な
生
活
が
で
き
る
幼
児
、
児
童
、

生
徒
の
育
成
―
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む

新
た
な
安
全
教
育
の
創
造
―
」
を
テ
ー

マ
に
、
標
記
研
究
会
を
開
催
す
る
。

１
・
会
場

東
京
都
文
京
区
立
礫
川
小
学
校
　
〒

一
一
二
―
〇
〇
〇
二
　
文
京
区
小
石
川

二
―
一
三
―
二
／
文
京
区
立
柳
町
幼
稚

園
　
〒
一
一
二
―
〇
〇
〇
二
　
文
京
区

小
石
川
一
―
二
三
―
六

２
・
内
容

記
念
講
演
「
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む

安
全
文
化
の
創
造
」
戸
田
芳
雄
氏
（
文

部
省
体
育
局
教
科
調
査
官
）、「
災
害
時

の
情
報
と
人
々
の
心
理
」
中
森
広
道
氏

（
日
本
大
学
文
理
学
部
社
会
学
科
講

師
）
／
公
開
授
業
―
礫
川
小
（
一
〜
六

学
年
）、
柳
町
幼
（
三
学
級
）

３
・
問
い
合
わ
せ

東
京
都
文
京
区
立
礫
川
小
学
校
　
電

話
〇
三
―
三
八
一
一
―
七
二
七
六

訃
　
　
　
　
報

■
国
際
基
督
教
大
学
教
授
・
日
本
教
育

メ
デ
ィ
ア
学
会
理
事
事
務
局
長
の
石
本

菅
生
氏
は
一
一
月
二
七
日
逝
去
さ
れ
た
。

研
究
会
を
開
催
す
る
。

〈
テ
ー
マ
設
定
の
理
由
〉

同
学
会
で
は
効
率
の
良
い
学
習
方
法

の
開
発
や
優
良
な
教
材
の
提
供
を
め
ざ

し
て
き
た
。
し
か
し
二
一
世
紀
を
迎
え

た
新
し
い
学
習
指
導
要
領
は
、
一
人
ひ

と
り
の
個
性
的
な
学
習
と
実
践
的
な
学

力
の
構
築
を
め
ざ
し
て
い
る
。
そ
こ
で

は
、
長
く
続
い
た
効
率
を
も
と
め
る
教

育
工
学
的
発
想
で
は
な
い
も
の
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
二
一
世
紀
を

迎
え
て
、
新
た
な
発
想
に
立
っ
た
教
育

メ
デ
ィ
ア
研
究
の
今
後
の
方
向
性
を
探

る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
の

提
言
を
試
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

〈
論
文
申
込
〉

締
切
―
一
月
二
〇
日
（
土
）
、
送
付

先
―

ま
た
は
「
教
育
学
科
・
小
笠
原

喜
康
」
宛
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

〒
一
五
六
―
八
五
五
〇
　
東
京
都
世

田
谷
区
桜
上
水
三
―
二
五
―
四
〇

日
本
大
学
文
理
学
部
　
電
話
〇
三
―
五

三
一
七
―
九
七
一
四

■
第
二
五
回
全
国
・
東
京
都
学
校
安
全

教
育
研
究
大
会

●
ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー

「　
パ　
ソ　
コ　
ン　
の　
『　
パ　
』　
の　
字　
か　
ら　
（　
ウ　
ィ　

ン　
ド　
ウ　
ズ　
98
対　
応　
版　
）　」　
サ　
ト　
ウ　
サ　
ン　
ペ　

イ　
著　
、　
朝　
日　
新　
聞　
社　
、　
二　
〇　
〇　
〇　
年　
四　

月　
刊　
、　
Ｂ　
五　
判　
、　
一　
九　
〇　
頁　
、　
一　
一　
四　

三
円
（
税
別
）

わ　
が　
国　
の　
政　
策　
の　
最　
重　
点　
が　
「　
Ｉ　
Ｔ　

革
命
」
に
あ
る
、
と
い
わ
れ
だ
し
た
。

そ　
の　
こ　
と　
の　
当　
否　
は　
と　
も　
か　
く　
、　
日　

常　
の　
さ　
ま　
ざ　
ま　
な　
業　
務　
か　
ら　
イ　
ン　
タ　
ー　
ネ　

ッ　
ト　
を　
活　
用　
し　
て　
の　
幅　
広　
い　
情　
報　
の　
交　

流　
ま　
で　
、　
至　
る　
と　
こ　
ろ　
で　
パ　
ソ　
コ　
ン　
の　
姿　

が　
見　
ら　
れ　
る　
。　
と　
こ　
ろ　
が　
、　
そ　
れ　
だ　
け　

活　
用　
さ　
れ　
て　
い　
る　
パ　
ソ　
コ　
ン　
で　
も　
、　
な　
か　

な　
か　
そ　
れ　
に　
近　
づ　
け　
な　
い　
人　
た　
ち　
も　
少　
な　

く　
は　
な　
い　
。　
私　
も　
パ　
ソ　
コ　
ン　
の　
機　
能　
の　
ほ　

ん　
の　
数　
パ　
ー　
セ　
ン　
ト　
し　
か　
活　
か　
せ　
て　
い　
な　

い　
。　
そ　
れ　
も　
、　
き　
わ　
め　
て　
タ　
ド　
タ　
ド　
し　
く　
、　

う　
ん　
と　
時　
間　
を　
か　
け　
て　
、　
や　
っ　
と　
操　
作　

し
て
い
る
状
況
な
の
で
あ
る
。

こ　
の　
本　
の　
著　
者　
サ　
ト　
ウ　
サ　
ン　
ペ　
イ　
さ　
ん　

は　
私　
と　
同　
い　
年　
の　
よ　
う　
だ　
が　
、　
果　
敢　
に　

パ　
ソ　
コ　
ン　
に　
取　
り　
組　
ん　
で　
、　
そ　
の　
経　
験　

を　
、　
愉　
快　
な　
文　
章　
と　
マ　
ン　
ガ　
で　
語　
っ　
て　

お
ら
れ
る
の
が
こ
の
一
冊
で
あ
る
。

ほ　
ん　
と　
う　
に　
「　
パ　
ソ　
コ　
ン　
の　
『　
パ　
』　
か　

ら　
」　
の　
奮　
闘　
記　
で　
あ　
る　
だ　
け　
に　
（　
も　
ち　
ろ　

ん　
、　
サ　
ト　
ウ　
さ　
ん　
の　
画　
才　
と　
文　
才　
と　
が　
豊　

か　
で　
あ　
る　
か　
ら　
で　
も　
あ　
る　
が　
）　
私　
の　
よ　
う　

な　
、　
ま　
さ　
し　
く　
「　
パ　
の　
字　
」　
か　
ら　
手　
ほ　
ど　

き　
が　
な　
い　
と　
二　
進　
も　
三　
進　
も　
い　
か　
な　
い　
超　

初　
心　
者　
で　
も　
、　
笑　
い　
な　
が　
ら　
、　
う　
な　
ず　
き　

な　
が　
ら　
、　
一　
歩　
ず　
つ　
パ　
ソ　
コ　
ン　
の　
世　
界　
に　

入　
っ　
て　
い　
け　
そ　
う　
に　
思　
え　
る　
。　
は　
た　
し　
て　

ほ　
ん　
と　
う　
に　
一　
歩　
ず　
つ　
進　
め　
て　
い　
る　
の　
か　
、　

少　
な　
く　
と　
も　
サ　
ト　
ウ　
さ　
ん　
が　
会　
得　
し　
た　
と　

こ　
ろ　
ま　
で　
た　
ど　
り　
つ　
け　
た　
の　
か　
、　
い　
さ　
さ　

か　
怪　
し　
い　
が　
、　
少　
な　
く　
と　
も　
「　
や　
れ　
そ　
う　

に　
思　
え　
る　
」　
こ　
と　
は　
確　
か　
で　
あ　
る　
。　

そ　
れ　
だ　
け　
に　
、　
サ　
ト　
ウ　
さ　
ん　
の　
軽　
妙　
な　

語　
り　
口　
に　
導　
か　
れ　
て　
、　
ま　
だ　
二　
の　
足　
を　
ふ　

ん　
で　
い　
る　
「　
パ　
の　
字　
」　
組　
の　
人　
た　
ち　
が　

「　
よ　
し　
、　
や　
っ　
て　
み　
る　
か　
」　
と　
気　
持　
ち　
を　

新　
た　
に　
し　
て　
い　
く　
こ　
と　
は　
期　
待　
で　
き　
よ　
う　
。　

た　
だ　
サ　
ト　
ウ　
さ　
ん　
に　
は　
優　
秀　
な　
「　
先　

生　
」　
が　
傍　
に　
い　
て　
、　
い　
ろ　
い　
ろ　
と　
援　
助　

し　
て　
お　
ら　
れ　
る　
の　
で　
、　
そ　
う　
い　
う　
人　
が　
い　

な　
い　
私　
な　
ど　
は　
ち　
ょ　
っ　
と　
自　
信　
が　
な　
い　
。　

と　
に　
か　
く　
愉　
快　
な　
入　
門　
書　
の　
傑　
作　
で　
あ　

る　
。　

（　
高　
桑　
　　
康　
雄　
）　
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